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問い
合わせ

災
害
か
ら
身
を
守
る

　

平
成　

年
３
月　

日　

時　

分
に
発
生

２３

１１

１４

４６

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
の
月
日
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
市
内
各
地
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
回

の
大
震
災
を
経
験
し
て
、
地
震
を
は
じ
め

と
す
る
防
災
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
実

感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
災
害

は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
こ
れ
か
ら
先
大
き
な
地
震
が
発

生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
防
災
対
策
を

し
っ
か
り
と
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ら
れ
る
よ
う
防
災
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
日
ご
ろ
の
心
の
備
え
で
す
。
火
災
な

ど
の
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

１　

身
の
安
全
を
確
保
す
る

○
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
命
で
す
。
地
震

が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
第
一
に
身
の
安

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
と
し
て
、
家
具

類
や
照
明
器
具
を
金
具
や
バ
ン
ド
な
ど

で
し
っ
か
り
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２　

す
ば
や
く
火
の
始
末

○ 「
火
を
消
せ
！
」と
み
ん
な
で
声
を
掛
け

合
い
、
調
理
器
具
や
暖
房
器
具
な
ど
の

火
を
確
実
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
元
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３　

出
口
の
確
保
を
す
る

○
地
震
の
時
は
、
ド
ア
や
窓
が
変
形
し
て

開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ド

ア
や
窓
を
少
し
開
け
て
、
逃
げ
道
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

４　

火
が
出
た
ら
す
ぐ
に
消
火

○ 「
火
事
だ
！
」
と
大
声
で
叫
び
、
隣
近
所

に
も
助
け
を
求
め
初
期
消
火
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
消
火
器
の
用
意

を
忘
れ
ず
に
。

５　

あ
わ
て
て
に
外
に
飛
び
出
さ
な
い

○
逃
げ
る
時
は
上
方
か
ら
の
落
下
物
に
注

意
し
、
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保

護
し
ま
し
ょ
う
。

６　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
近
づ
か
な
い

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る

の
で
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
で
は
、
公
園
な
ど
の
広
い
場
所
に

避
難
し
、
倒
れ
て
き
そ
う
な
も
の
か
ら

離
れ
ま
し
ょ
う
。

７　

山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
・
津
波
に
注
意

○
山
間
部
や
海
沿
い
の
地
域
で
揺
れ
を
感

じ
た
ら
、
高
台
等
安
全
な
場
所
に
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

○
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
で
き
る
よ

う
に
普
段
か
ら
家
の
周
辺
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

 

心
の
備
え　

か
条
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９月１日は「防災の日」９月１日は「防災の日」９月１日は「防災の日」

　災害はいつどこで起こるかわかりません。災害
から自分や家族、愛する人の命を守るために、日
ごろから防災意識を高めましょう。そして、家庭
内はもちろんのこと、地域や職場などでも防災に
ついて話し合ってみましょう。
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８　

避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限
に

○
自
動
車
や
自
転
車
で
の
避
難
は
絶
対
に

い
け
ま
せ
ん
。
渋
滞
が
発
生
し
緊
急
車

両
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
慌
て
て
い
る

た
め
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
二
次
災

害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
避
難
す
る
場
合
に
は
、
火
事
に
な
ら
な

い
よ
う
、
必
ず
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
等

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
普
段
か
ら
防
災
グ
ッ
ズ
や
非
常
持
ち
出

し
品
を
準
備
し
、
半
年
に
一
度
は
点
検

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

９　

み
ん
な
で
応
急
救
護

○
二
次
災
害
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
隣
近

所
や
地
域
で
助
け
合
っ
て
救
護
し
、
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

正
し
い
情
報
を
聞
く

１０○
う
わ
さ
や
、
デ
マ
は
信
じ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
や
自
治
体
、
消

防
・
警
察
機
関
な
ど
か
ら
の
正
し
い
情

報
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

●正しい情報の入手と即時対応できる準備●

　各家庭でいざという時に備える「非常持ち出し品」。災
害時、被災地に救援物資が届くまでの３日間程度を自足
して、しのぐための備えです。「１次持ち出し品」とは、
避難所にすぐに持ち出すべき、必要最小限の備えで被災
時・非常時の最初の１日間をしのぐための物品です。ま
た、「２次持ち出し品」とは、避難した後で少し余裕がで
きてから安全を確認して自宅へ戻り、避難所へ持ち出し
たり、または、自宅で避難生活を送る上で必要なもので
す。ライフラインが止まった場合を想定し、各家庭の家
族構成に合わせて用意しましょう。以下は参考例です。
【１次持ち出し品】
①水（３ 日分：１人１日３ リットルが目安）②非常用食料
③懐中電灯・ろうそく④救急薬品・常備薬など⑤携帯電
話⑥携帯ラジオ（予備の電池）⑦通帳類・証明類・印鑑・
現金⑧ヘルメット（防災ずきん）⑨生活用品（軍手・紙皿・
紙コップ・ティッシュなど）⑩衣類（下着など）
【２次持ち出し品】
①水（飲料水だけでなく生活用の水の確保も忘れずに）
②非常用食料（そのまま食べられるか、簡単な調理で食
べられるもの）③衣類④生活用品（卓上コンロ、ガスボ
ンベなど）⑤洗面具

●備えて安心・心強い「非常持ち出し品」

【気象関連情報】 ▼気象情報（大雨、洪水、暴風、波浪、
高潮） ▼土砂災害情報 ▼地震（震度４ 以上）、津波情報

▼竜巻注意情報
【避難関連情報】 ▼避難準備情報 ▼避難勧告 ▼避難指示

●提供される情報

茨城県では防災に関する情報を電子メールで携帯電話や
パソコンに配信しています。
������������	
����	����������������������	�
���

●茨城県防災情報メール

気象情報や茨城県の発信する防災情報などを集約した
ホームページです。
������������	
����	�������������

●防災・危機管理ポータルサイト

　災害時にあわてないように家族で定期的に話し合
い、災害に備えましょう。家族の集合場所や役割分
担、連絡方法、非常持ち出し品などについて確認し
ておきましょう。
家族との連絡方法や集合場所を決める ▼家族みんな
が一緒の時に災害が起こるとは限りません。連絡方
法や集合場所などを決めておきましょう。
家族みんなで避難場所を決める ▼実際に避難場所ま
で歩いてみましょう。このとき、避難場所までの経
路や危険な個所はないか確認をしておきましょう。
非常持ち出し品の準備 ▼非常持ち出し品が重すぎな
いか確認しておきましょう。
災害時の連絡先〔電話番号〕

▼勤務先（学校） ▼親戚など ▼避難所・避難場所

▼かかりつけの病院をあらかじめ確認しておきま
しょう。

●家族での避難の確認

①局番なしの１７１ をダイヤルします。
②１（いち）を入力後、自分の電話番号を市外局番か
ら入力します。

③伝言を録音します。

●被災地から伝言を登録する

　地震などの大きな災害が起きると、家族や知人な
どに連絡をとるため、電話がつながりにくい状況に
なります。災害用伝言ダイヤルは、災害発生後に
NTT がシステムを稼動し、家族間の安否確認や集
合場所の連絡などに利用することができます。

●災害用伝言ダイヤル　【１７１】

※ 携帯電話など他通信事業者の電話からのご利用について
は、ご契約の各通信事業者にお問い合わせください。

①局番なしの１７１ をダイヤルします。
②２（に）を入力後、相手の電話番号を市外局番から
入力します。

③録音が再生されます。

●伝言を聞く
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子
ど
も
の
医
療
費
助
成
�
マ
ル
福
�
を
小
学
校
�
年
生
ま
で
拡
大

◆
◆
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
に
つ
い
て
◆
◆

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
０
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
を
助
成
す
る

マ
ル
福
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

　

月
か
ら
市
独
自
の
制
度
に
よ
り
、
小
学

１０校
６
年
生
ま
で
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

◆
対
象
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大

　

現
在
は
、
小
児
マ
ル
福
と
し
て
０
歳
か

ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、
マ
ル
福
受
給
者
証
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
に
関
し
て
は
、
学
齢
マ
ル
福
と

し
て
入
院
し
た
場
合
の
み
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

今
年　

月
か
ら
は
、
小
学
校
４
年
生
か

１０

ら
６
年
生
ま
で
を
『
児
童
マ
ル
福
』
と
し

て
、
該
当
す
る
か
た
に
マ
ル
福
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。
助
成
内
容
や
所
得
制
限

に
つ
い
て
は
小
児
マ
ル
福
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
に

つ
い
て
は
『
生
徒
マ
ル
福
』
と
し
て
入
院

し
た
場
合
の
み
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

◆
現
物
給
付
を
実
施

　
　

月
か
ら
『
児
童
マ
ル
福
』
に
該
当
す

１０
る
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
お
子
さ

ん
に
は
、
マ
ル
福
受
給
者
証
（
ク
リ
ー
ム

色
）
を
交
付
し
ま
す
。
医
療
機
関
等
で
受

診
し
た
場
合
、
会
計
窓
口
で
健
康
保
険
証

と
一
緒
に
マ
ル
福
受
給
者
証
を
提
示
す
れ

ば
、
規
定
の
自
己
負
担
金
の
み
お
支
払
い

い
た
だ
く
方
法
で
医
療
費
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
現
物
給
付
）。
そ
の

た
め
、
医
療
費
の
立
て
替
え
払
い
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
外
来
自
己
負
担
金
﹈

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
６
０
０
円

（
月
２
回
が
限
度　

３
回
目
か
ら
は
無
料
）

﹇
入
院
自
己
負
担
金
﹈

１
日
３
０
０
円

（
月
３
０
０
０
円
が
限
度
）

　

た
だ
し
、
マ
ル
福
受
給
者
証
は
県
内
の

医
療
機
関
等
で
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
県
外
で
受
診
し
た
場
合
に
は
こ
ど
も

課
に
て
返
金
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
入
院
費
の
み
助
成
す
る
『
生
徒

マ
ル
福
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
立
て
替
え
払
い
を
し
て
い
た
だ
き
、

後
日
、
こ
ど
も
課
に
て
返
金
の
申
請
手
続

が
必
要
で
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

【
対
象
拡
大
に
伴
う
注
意
点
】

　

現
在
、
ひ
と
り
親
マ
ル
福
や
障
害
マ
ル

福
を
受
給
し
て
い
る
平
成　

年
４
月
２
日

１１

か
ら
平
成　

年
４
月
１
日
の
間
に
お
生
ま

１４

れ
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
は
、　

月
以
降
も

１０

現
在
の
マ
ル
福
が
継
続
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
児
童
マ
ル
福
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
転
入
等
に
よ
り
所
得

の
確
認
が
で
き
な
い
か
た
や
、
所
得
が
限

度
額
を
超
え
、
制
度
に
該
当
し
な
い
か
た

へ
も
、
そ
の
旨
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
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２
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問
い
合
わ
せ

◆
開
庁
曜
日

　

毎
週
日
曜
日
（
年
末
年
始
は
除
く
）

◆
開
庁
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

分
１５

◆
開
庁
場
所　

市
民
課
（
本
庁
１
階
）

◆
取
扱
業
務

　

住
民
票
の
写
し
の
交
付
、
軽
自
動
車
税
用

住
所
証
明
書
の
交
付
、
戸
籍
謄
本
（
戸
籍
全

部
事
項
証
明
書
）・
戸
籍
抄
本
（
戸
籍
個
人
事

項
証
明
書
）
の
交
付
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付

【
注
意
事
項
】

○
住
民
票
に
つ
い
て
の
証
明
は
、
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
の
か
た
か
ら
の
請
求
に
限
り
ま
す
。

○
転
入
、
転
出
、
転
居
等
の
住
民
異
動
の
手

続
き
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
戸
籍
に
つ
い
て
の
証
明
は
、
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
か
た
と
そ
の
配
偶
者
、
直
系

血
族
（
祖
父
母
、
父
母
、
子
、
孫
等
）
の

か
た
か
ら
の
請
求
に
限
り
ま
す
。

○
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
出
生
届
や
婚
姻
届
等
の
戸
籍
届
は
預
か
り

に
な
り
ま
す
。

○
印
鑑
登
録
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
か
た
は
、

印
鑑
登
録
証
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
印
鑑
の
登
録
、
廃
止
は
行
い
ま
せ
ん
。

市民課戸籍・窓口グループ�２９８・１１１１（内線１５２～１５５）

問い合わせ

■日曜開庁当日、最初に窓口にお越
しになった、森碧衣さん（菅谷、写
真上）。「日曜日に窓口が利用できる
のはとても便利です」と感想を語っ
てくださいました。

９
月
４
日
か
ら
日
曜
日
も
住
民
票
の

写
し
等
を
交
付
し
て
い
ま
す

※
平
日
と
は
取
扱
業
務
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　お子さんのマル福は、父または
母の所得額が左記の所得制限額を
超える場合は受給できません。ま
た、お子さんの生計維持者が父ま
たは母以外の場合は、所得制限額
は１，０００万円になります。なお、
お子さんの生年月日により判定年
度が変わりますので、詳しくはお
問い合わせください。

【所得制限額】

給与所得控除後の額扶養人数

４０１万円０人

４３１万円１人

４６１万円２人

４９１万円３人

扶養人数１人追加ごとに３０万円加算



広報なか９月号５

　

施
設
や
店
舗
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
車
い
す
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
障
害
者
や
高
齢

者
、
妊
産
婦
な
ど
歩
行
が
困
難
な
か
た
の
た
め
の
設
備
で
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
歩
行
に
支
障
の
な
い
か
た
が
駐
車
し
た
り
、
反
対
に
、
歩
行
が
困
難
で

あ
る
の
に
遠
慮
し
て
利
用
し
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
茨
城
県
で

は
、
こ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
適
正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
対
象
者
に
「
利
用
証
」
を
交
付
す

る
制
度
を
始
め
ま
す
。
詳
細
は
、
９
月
１
日
発
行
の
お
し
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業
の

採
択
に
つ
い
て

　

今
回
、
初
め
て
の
募
集
を
し
ま
し
た
那

珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
設
立
準
備
支
援
は
１
団
体
、
市
民
提

案
事
業
は
７
団
体
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月　

日
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
は
、

１３

審
査
を
行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
に
対
し
て
、
団
体
ご
と
に
資
料
や
パ
ソ

コ
ン
を
用
い
て
、
白
熱
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
設
立
準
備
支
援
事
業
】

　

ま
だ
活
動
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
市
民

活
動
団
体
や
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
市
民
活

動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
団
体
が
、
活
動

基
盤
を
整
え
る
た
め
の
事
業
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
支
援
方
法　

１
団
体
に
つ
き
１
回
限
り

◆
補
助
額

　

補
助
率
１
／
２
・
補
助
限
度
額
５
万
円

◆
申
請
受
付　

随
時
受
付

【
市
民
提
案
事
業
】

　

団
体
等
が
自
主
的
な
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
事
業

を
提
案
し
た
場
合
に
対
し
て
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
新
た
に
始
め
る
事
業

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
支
援
方
法

　

１
事
業
に
つ
き
１
回
限
り

　

※
２
年
を
限
度
に
再
申
請
可
能

◆
補
助
額

　

補
助
率　

／　

・
補
助
限
度
額　

万
円

１０

１０

５０

◆
申
請
受
付

　

毎
年
２
月
ご
ろ
を
予
定

※
平
成　

年
度
分
の
受
付
は
終
了
し
ま

２３

し
た
。

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

問い
合わせ

－平成23年度採択団体・事業－－平成2 3 年度採択団体・事業－
■設立準備支援事業　○日独自然保護研究会
■市民提案事業
○いばらき森林クラブ那珂支部（古徳地内散策
道の整備、ウォーキング教室開催）

○瓜連おはやし保存会（大太鼓整備による児童
体験教室実施）

○額田城跡保存会（額田城三の丸広場の整備）
○清水洞の上自然を守る会（清水洞の上公園環
境整備）

○那珂歴史同好会（史跡のウォーキングマップ・
案内板作成）

◆
対
象
者

歩
行
が
困
難
で
あ
っ
て
、
対
象
の
「
基
準
」
に
該
当
す
る
か
た

（
基
準
の
一
覧
は
、
お
し
ら
せ
版
に
掲
載
）

◆
申
請
お
よ
び
交
付
開
始
日

　

月
３
日
（
月
）

１０
◆
申
請
窓
口

市
役
所
社
会
福
祉
課

（
居
住
す
る
市
町
村
の
担
当
窓
口
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

該
当
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
手
帳
、
受
給
者
証
等
）

◆
利
用
証

対
象
者
１
人
に
対
し
１
枚
を
交
付
し
ま

す
。
駐
車
す
る
際
に
、
車
内
の
見
や
す

い
と
こ
ろ
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
障
害
者
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
２
６ 
〜 
１
２
８
）

問い
合わせ

駐車スペース

　

月
か
ら

い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度

が
は
じ
ま
り
ま
す

1 0

いばらき身障者等用駐車場利用証



６

路
線
バ
ス
の

路
線
バ
ス
の

維
持
・
確
保

 

維
持
・
確
保

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
は
、
市
内
を
運
行
し
て
い

る
基
幹
公
共
交
通
と
し
て
、
主
に
通
勤
・

通
学
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

マ
イ
カ
ー
利
用
者
の
増
に
よ
り
、
特
に
通

勤
や
買
物
目
的
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い

ま
す
。（
図
１
）

　

市
で
は
、
水
郡
線
を
多
く
の
か
た
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
駅
の
周
辺
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
の
駐
車
場
や
駐

輪
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
郡
線
沿
線
市
町
と
連
携
し

て
、
水
郡
線
利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活

動
や
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
継
ぎ
、
時
刻
表

や
便
数
の
変
更
等
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
に
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
の
減
少
が
続

く
と
路
線
バ
ス
が
走
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
や
学
生
、
病
院
へ
通

う
か
た
が
た
な
ど
、
マ
イ
カ
ー
を
利
用
で

き
な
い
か
た
が
た
に
と
っ
て
は
大
切
な
移

動
手
段
で
す
。

　

先
の
震
災
時
に
は
鉄
道
の
被
災
に
よ
る

不
通
や
、
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
マ
イ
カ
ー
で
の
移
動
を
差
し
控
え
た

時
な
ど
、
路
線
バ
ス
は
マ
イ
カ
ー
や
鉄
道

に
代
わ
り
フ
ル
稼
働
で
活
躍
し
ま
し
た
。

▼
Ｊ
Ｒ
水
郡
線

▼
Ｊ
Ｒ
水
郡
線

〜
奥
久
慈
清
流
ラ
イ
ン
〜

　
　

〜
奥
久
慈
清
流
ラ
イ
ン
〜

水郡線乗車人員（１日平均） （図１）人
1400

1200
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800
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400

200

0

年度
Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

常陸太田駅

常陸大宮駅

上菅谷駅

常陸大子駅
瓜連駅

山方宿駅

（資料：ＪＲ東日本）

　

自
家
用
車
中
心
の
社
会
に
あ
っ
て
、
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た

地
域
公
共
交
通
が
、
利
用
者
数
の
減
少
等
に
よ
り
各
地
で
路
線
廃
止
や
減
便

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
移
動
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
な
ど
の
移
動
制
約
者
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
便
利
な
地
域
公
共
交
通
が
重
要
で
あ

り
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
（
移
動
手
段
）
で
す
。

　

そ
こ
で
地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
・
家
族

ぐ
る
み
で
公
共
交
通
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
ぐ
る
み
・
家
族
ぐ
る
み
で

地
域
ぐ
る
み
・
家
族
ぐ
る
み
で

公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

地
域
ぐ
る
み
・
家
族
ぐ
る
み
で

　

公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

路
線
バ
ス
は
マ
イ
カ
ー
の
便
利
さ
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
が
い
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
路
線
バ
ス
を
多
く
の
か
た
が
た
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
低
減
な
ど
、
マ
イ
カ
ー
よ
り
も
人
や

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
う
え
で
役
立
ち
ま
す
。

　

お
勤
め
の
か
た
は
、
帰
り
に
お
酒
を
飲

ん
で
も
安
心
。
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
歩

け
ば
メ
タ
ボ
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
で
送
迎
し
て
い
る
家
族
の
か
た

が
た
も
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
。

▼

路
線
バ
ス

▼　

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス
の
利
用
が

路
線
バ
ス
の
利
用
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す

 

年
々
減
少
し
て
い
ま
す

バ
ス
は
人
や
環
境
に

バ
ス
は
人
や
環
境
に

や
さ
し
い
乗
り
物
で
す

 

や
さ
し
い
乗
り
物
で
す

い
ざ
と
い
う
時
に

い
ざ
と
い
う
時
に

頼
り
に
な
る
路
線
バ
ス

 

頼
り
に
な
る
路
線
バ
ス

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
移
動

手
段
と
な
っ
て
い
る
路
線
バ
ス
を
、
市
で

は
県
や
隣
接
市
町
と
協
調
し
て
補
助
を

し
、
路
線
バ
ス
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
、
水
戸
駅
と
那
珂
市
下
江
戸
を

結
ぶ
路
線
は
、
水
戸
市
と
那
珂
市
で
運
行

補
助
を
し
、
平
成　

年
度
に
平
日
２
往
復

２２

の
実
証
実
験
運
行
を
行
い
ま
し
た
。
沿
線

の
皆
さ
ん
に
意
向
調
査
や
利
用
啓
発
を
行

い
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
割
の
利
用
者
が

増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業
者
が
自
立

運
行
で
き
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
平
成　
２３

年
度
も
引
続
き
実
証
実
験
運
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
月
か
ら
さ
ら
な
る
利
用
者

拡
大
の
た
め
、
県
の
運
行
支
援
を
受
け
て

５
往
復
に
運
行
を
増
や
し
、
主
に
学
生
の

下
校
時
な
ど
に
合
わ
せ
た
時
間
帯
で
増
便

し
ま
し
た
。



広報なか９月号７

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

〜
ひ
ま
わ
り
バ
ス
〜

 

〜
ひ
ま
わ
り
バ
ス
〜

　

平
成　

年
度
か
ら
那
珂

２２

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」が
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
役
割
は
、
市
内

の
主
な
公
共
交
通
（
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
や
路
線

バ
ス
）
の
補
完
交
通
と
し
て
、
誰
も
が
利

用
で
き
る
、
暮
ら
し
を
支
え
る
身
近
な
足

を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、
地
区
コ
ー
ス　
１０

コ
ー
ス
（
週
２
日
）、
循
環
コ
ー
ス
３
コ
ー

ス
（
週
５
日
）
で
、
１
日
あ
た
り　

便
運

４０

行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
年
間
で
１

万
７
千
５
百
人
余
り
、
１
日
当
り
約　

人
７３

の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
ま
で
運
行
し
て

２１

い
た
福
祉
循
環
バ
ス
と
比
べ
て
、
年
間
利

用
者
数
が
約
５
千
４
百
人
減
少
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
減
少
し
た
原
因
と
し
て
、
運

行
コ
ー
ス
や
バ
ス
停
の
変
更
、
運
賃
の
設

定
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
ひ
ま
わ
り
バ
ス
車
内
に
幼
稚

園
児
の
「
ぬ
り
絵
の
展
示
」
等
の
利
用
促

進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
共
に
、
ひ
ま
わ

り
バ
ス
運
行
に
関
す
る
要
望
等
を
基
に
、

６
月
と
８
月
に
運
行
コ
ー
ス
の
一
部
見
直

し
や
バ
ス
停
の
新
設
・
追
加
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
熟

成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼▼
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
公
共
交
通
〜

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
公
共
交
通
〜

　

現
在
は
車
の
運
転
が
で
き
る
の
で
移
動

に
不
便
を
感
じ
な
い
か
た
も
、
け
が
や
高

齢
に
な
り
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
は
、
公
共
交
通
機
関
が
大
切
な
移
動
手

段
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
鉄
道
駅
や
バ
ス
停
ま

で
離
れ
て
い
て
、
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
も
、
運
行
本
数
が
少
な
い
な
ど
、

住
民
の
移
動
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
区

（
公
共
交
通
不
便
地
区
）
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す
い

環
境
に
整
備
し
て
、
不
便
な
地
区
の
格
差

を
少
な
く
す
る
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
利
用
者
の
状
況
に
あ
わ
せ
、

よ
り
便
利
に
利
用
で
き
る
よ
う
個
々
の
公

共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
鉄
道⇔

路

線
バ
ス
、
路
線
バ
ス⇔

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
鉄
道⇔

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
）

を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
大
切
な
公
共
交
通
を
、
地
域
ぐ
る

み
・
家
族
ぐ
る
み
で
利
用
し
、
維
持
、
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

公
共
交
通
に
関
し
て
ご
意
見
・
ご
要
望

等
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■ひまわりバス車内のぬり絵展示

バス利用者数 （図２）人
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企
画
課
公
共
交
通
対
策
室
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線
４
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２
）

問い
合わせ

ＪＲ水郡線の愛称が「 奥  久  慈  清  流 ライン」に決定しました！
おく く じ せい りゅう

　茨城県水郡線利用促進会議が今年１月から２月にかけて水郡線
の愛称を募集したところ、「奥久慈清流ライン」に決定しました。
　この「奥久慈清流ライン」という名称は、奥久慈へ向かう水郡
線の車窓から見える久慈川などの清流とその周辺の四季折々の景
色、そして首都圏からも気軽に行くことができ、再度訪れてみた
い路線というイメージからつけられました。
　今後は、この水郡線の愛称を地域に愛される水郡線、首都圏か
ら人を呼び込める水郡線となりますよう県内外にＰＲしてまいり
たいと思います。



８

　

那
珂
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」

は
、
平
成　

年
４
月
２
日
に
開
設
し
て
以
来
、
た
く

１９

さ
ん
の
お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
お
越

し
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
つ
ぼ
み
」
は
、
親
同
士
・
子

ど
も
同
士
が
互
い
に
ふ
れ
あ
え
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
に
対
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
消

を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
支
援
お
よ
び
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

活
動
の
場
と
し
て
「
つ
ぼ
み
」
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
を

お
持
ち
の
か
た
の
相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

未
就
学
児
の
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
、
ぜ
ひ
「
つ
ぼ
み
」
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
つ
ぼ
み
」で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
友
達
遊
び
を
と
お

し
た
健
や
か
な
子
育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム　

第
２
回　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
講
座
が
、
５
月　

日
か
ら
全
６
回
、
毎
週

２３

月
曜
日
（
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
）
開
催
さ
れ

３０

１１

３０

ま
し
た
。
今
回
は
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

講
座
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座
は
今
年
度
、
後
期
も
実
施
の
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
「
つ
ぼ
み
」
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
０

歳
児
か
ら
５
歳
児
（
就
学
前
）
ま
で
の
乳
幼
児
を
持
つ
親

が
対
象
で
す
。
参
加
者
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
悩
み
や
関

心
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
い
ま
す
。

お
互
い
の
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
テ

キ
ス
ト
を
使
い
、
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の
仕
方
を
見
つ

け
て
い
く
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
と
日
本
に
は
文
化
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
へ
の
願
い
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
は
共
通
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
講
座
で
は
、
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
の

で
、
自
分
ら
し
い
子
育
て
を
し
た
い
か
た
に
は
最
適
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座
で
、
思
っ
て
い

る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
経
験
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
お
互
い
に
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
完
璧
な
親

も
子
も
い
ま
せ
ん
。「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
よ
く
や
っ
て
い

る
。
ホ
ッ
と
す
る
。」カ
ナ
ダ
か
ら
届
い
た
親
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

那
珂
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
つ
ぼ
み
」

�
２
９
５
・
７
９
３
４

問
い
合
わ
せ

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
講
座

市地域子育て支援センターつぼみ市地域子育て支援センターつぼみ市地域子育て支援センターつぼみ市地域子育て支援センターつぼみ市地域子育て支援センターつぼみ
やさしさあふれる　子育て支援の拠点やさしさあふれる　子育て支援の拠点やさしさあふれる　子育て支援の拠点
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広報なか９月号９

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
です

◆
点
検
商
法
…
…
無
料
で
点
検

　
「
点
検
は
無
料
」と
言
っ
て
家
に
上
が
り

込
み
、「
工
事
を
し
な
い
と
危
険
」
と
不

安
を
あ
お
っ
て
、
工
事
契
約
を
さ
せ
た

り
、
商
品
を
買
わ
せ
た
り
す
る
手
口

○
主
な
商
品
サ
ー
ビ
ス
…
…
浄
水
器
、
ふ

と
ん
、
床
下
換
気
扇
、
屋
根
瓦
補
修
、

外
壁
補
修
な
ど

◆
催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

　

会
場
に
人
を
集
め
、
日
用
品
な
ど
を
無

料
で
配
り
興
奮
状
態
に
し
て
高
額
な
商
品

を
買
わ
せ
る
手
口

○
主
な
商
品
サ
ー
ビ
ス
…
…
ふ
と
ん
類
、

健
康
食
品
、
電
気
治
療
器
な
ど

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ
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�
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!

○
突
然
訪
れ
た
見
知
ら
ぬ
業
者
は
家
に
入
れ

な
い
。電
話
勧
誘
の
場
合
は
、す
ぐ
に
キ
ッ

パ
リ
と
断
り
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
勧
誘

を
受
け
た
場
合
は
、「
い
り
ま
せ
ん
」

「
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」と
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

○
契
約
を
す
る
と
き
は
、
一
人
で
決
め
ず

に
、家
族
や
知
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
��
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訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
の
特

定
の
取
引
に
限
っ
て
、
契
約
を
し
た
場
合

で
も
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ

れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度

で
す
。（
乗
用
車
、
使
用
し
て
し
ま
っ
た

消
耗
品
な
ど
、
一
部
適
用
外
）

　

た
だ
し
、
店
に
自
発
的
に
出
向
い
て
契

約
し
た
場
合
や
、
通
信
販
売
な
ど
は
、
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日

間
以
内
（
マ
ル
チ
商
法
や
内
職
商
法
は　
２０

日
間
以
内
）
に
、
は
が
き
な
ど
書
面
で
通

知
し
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
場

合
は
、
信
販
会
社
に
も
「
契
約
を
解
除
す

る
」
旨
を
通
知
し
ま
し
ょ
う
。
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那
珂
市
で
は
８
月
上
旬
頃
よ
り
、
振
り

込
め
詐
欺
の
前
兆
と
思
わ
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。「
携
帯
番
号
が
変
わ
っ

た
。
風
邪
を
引
い
て
声
が
変
わ
っ
た
」「
医

療
費
の
還
付
金
が
あ
る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ

て
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
り
ま
す
」

と
言
う
電
話
は
要
注
意
で
す
。

※
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場

合
は
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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３
月
の
震
災
か
ら
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
震
災
の
影

響
に
よ
る
高
齢
者
を
ね
ら
う
屋
根
や
住
宅
の
修
理
等
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
悪
質
商
法

の
手
口
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
度
か
ら
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
得

て
、
各
地
区
で
高
齢
者
が
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、「
悪
質

商
法
と
対
処
法
」
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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１０

　

７
月　

日
、
第　

回
上
地
区
夏

３１

２５

ま
つ
り
（
瓜
連
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

荒
天
の
影
響
で
、
予
定
よ
り
１

日
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
会
や
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
を
は
じ
め
、
地
区
内
の
グ

ル
ー
プ
が
多
く
の
模
擬
店
を
出
店

し
た
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ
や
盆
踊

り
、
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

き
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
賑

や
か
な
夏
の
夜
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

地
域
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う

　

７
月　

日
、
額
田
地
区
ま
ち
づ

１０

く
り
委
員
会
体
育
・
文
化
部
会
主

催
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ユ
ニ
カ
ー
ル
大

会
が
額
田
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
少
し
で
も
元
気
を
取

り
戻
す
た
め
「
が
ん
ば
っ
ぺ　

ぬ

か
だ
」
を
合
言
葉
に
、
各
自
治
会

の
お
母
さ
ん
約　

人
が
参
加
。
本

５０

家
の
カ
ー
リ
ン
グ
と
同
様
に
戦
略

性
が
高
い
競
技
の
た
め
、
皆
さ
ん

は
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
ス
ト
ー

ン
を
投
げ
、
手
に
汗
を
握
る
熱
い

攻
防
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

節
目
と
な
る�

回
目
の
ひ
ら
の
夏
ま
つ
り

��

　

７
月　

日
、
平
野
コ
ミ
ュ
ニ

３０

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
て
、
ひ

ら
の
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
焼
き
そ
ば
や
か
き
氷
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
模
擬
店
が
並
び
、
行

列
が
で
き
て
い
た
ほ
か
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で　

回
目
と
い
う
節
目
の

２０

回
と
な
っ
た
ひ
ら
の
夏
ま
つ
り
。

会
場
に
は
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
あ
ち
こ
ち
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

７
月
上
旬
、
中
里
自
治
会
（
引

田
武
雄
会
長
）
が
、
三
世
代
交
流

の
一
環
と
し
て
、
国
道
１
１
８
号

線
中
里
Ｙ
字
路
の
花
壇
に
、
サ
ル

ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
日
照

草
な
ど
約
３
０
０
鉢
の
花
を
植
え

付
け
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｙ
字
路
に
は
信
号
待
ち
の

自
動
車
が
多
く
停
止
す
る
た
め
、

安
全
運
転
の
一
助
に
な
れ
ば
と
自

治
会
で
考
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
花
壇
は
、「
花
と
緑
の

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
て
、

努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
里
自
治
会
が
三
世
代
に
よ
る
花
壇
づ
く
り

賑
や
か
な
夏
の
夜�
上
地
区
夏
ま
つ
り



広報なか９月号１１

　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
通
し
て
各

子
ど
も
会
の
健
全
育
成
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、那

珂
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
が

主
催
す
る「
第
７
回
那
珂
市
子

ど
も
会
親
睦
球
技
大
会
」
が
７

月　

日
、那
珂
総
合
公
園
多
目

２３
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動�
那
珂
市
民
の
集
い

　

７
月　

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

２４

タ
ー
よ
し
の
で
、
第　

回
「
社
会

６１

を
明
る
く
す
る
運
動
」　

那
珂
市

民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
題
「
日
本
人
の
思
想
と
コ
ー

ヒ
ー
」
と
し
て
�
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー

代
表
取
締
役
会
長　

ひ
た
ち
な
か

商
工
会
議
所　

会
頭　

鈴
木
誉
志

男
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
中
参
加
さ
れ
た
か
た
が
た
に

は
コ
ー
ヒ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
皆

さ
ん
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
深
く
味
わ
い
の
あ
る
お
話
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

放
射
線
等
に
関
す
る
研
修
が
、

市
内
の
全
て
の
幼
稚
園
、
小
中
学

校
の
先
生
を
対
象
に
、
６
月　

日
２４

と
７
月
７
日
の
２
回
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
那
珂
核
融
合
研
究
所

か
ら
講
師
を
招
き
、
放
射
能
や
放

射
線
の
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
福
島
原
子
力
発
電
所

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現

在
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る

た
め
、
那
珂
市
の
放
射
線
の
状
況

か
ら
生
活
す
る
上
で
の
適
切
な
対

応
も
学
び
ま
し
た
。

正
し
い
知
識
と
適
切
な
対
応
を
学
ぶ

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ

い
で
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
の
数
々
に
、
大
き
な
歓
声

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
大
会
結
果　

優
勝　

竹
の
内

子
ど
も
会
Ａ
／
準
優
勝　

東
組

子
ど
も
会
Ａ
／
３
位　

つ
く
し

子
ど
も
会
／
４
位　

額
田
４
区

東
木
倉
自
治
会
が
地
蔵
石
像
を
修
復

　

７
月
３
日
、
東
木
倉
自
治
会
で

は
自
治
会
総
出
で
清
水
寺
・
吉
田

神
社
境
内
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
清
水
寺
境
内
に
は
宝
永
3
年

（
１
７
０
６
）
建
立
の
地
蔵
石
仏

が
あ
り
、
地
区
内
で
大
事
に
祀
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
東
日

本
大
震
災
で
台
石
か
ら
落
下
・
転

倒
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
治
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
無
事
修
復

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
故
郷
の

心
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

各地区の子どもたちが
熱戦を繰り広げました

�������	
������

■準優勝の「東組子ども会Ａ」
　（菅谷東小学区）

■優勝の「竹の内子ども会Ａ」
　（菅谷小学区）
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善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

７月１５日～８月１４日（敬称略）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９２０人

　（平成２３年７月末現在・

 前月比２人増加）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億６，０６５万円

　（平成２３年７月・

 前月比２，６７５万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

野木利三郎 ２０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

� 今月の納税  �

○国民健康保険税（普通徴収） ３期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ３期

納期限：９月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（８月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４８３人 （＋２）
　女　　　２８，４０１人 （＋２）
　計　　　５５，８８４人 （＋４）
世帯数　　２１，００４世帯　（＋３５）

○出生　２８人
○死亡　３９人

（７月１日～３１日）

　地震の影響により、市立図書館は休館していましたが、
９月３０日から開館します。

��������	
�

�������	

���
October

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

休館日

�������	
���

������������	
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　７月２５日（月）～８月３０日（火）
まで、アートギャラリー　和愛の
森（後台）で、「島田のどか絵画
展」が開催されました。島田 和 さ

のどか

ん（行方市）の作品展は、１４歳の
ときに原子力科学館にて絵画の作
品展を開催されて以来、行方市、
潮来市等で多々開催されていま
す。
　ギャラリーには、花や鳥、魚を
題材にした、独特の色づかいが素
晴らしい、色鮮やかで華やかな作
品が並んでいます。今後のより一
層のご活躍が期待されます。
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１０月１１日（火） １３：００～１７：００
　　　　　２５日（火） １３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１０月５日（水）、１２日（水）、
　　　　　１９日（水）、２６日（水）
　　　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）�２９８－８８８１

日時／１０月２１日（金）　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　５階　会議室
開設相談／国の行政機関などが行って

いる仕事についての苦情や
意見・要望

相談員／行政相談委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

２日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

９日　西山堂慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１０日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

１６日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

２３日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

３０日　なかむら内科・
泌尿器科クリニック （飯田）

�３５３－２３１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

10月の休日当番医

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

心配ごと相談

行政相談を開設します

�������	
�

������

　固定資産評価審査委員会委員の
任期満了に伴い、�村和正委員
（南酒出）を市議会の同意を得て
選任しました。
　固定資産評価審査委員会は、市
長とは独立した、中立的・専門的
な立場で、固定資産課税台帳に登
録された価格に関する不服を審査
決定するための行政委員会です。
【任期：平成２３年３月２９日～平成
２６年３月２８日】

◆�村和正委員（南酒出）
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■作り方

①とり肉ささみをサッと茹でてほぐす
②かぼちゃ、にんじんはさく切りに、いんげんは
すじを取り、茹でておく
③①と②の材料をマヨネーズであえて器に盛る
④仕上げにいりごまをかけ、季節の野菜を添える

■材料

　かぼちゃ …………… １／４本（２００ｇ）
　いんげん …………… １００ｇ　　　　
　にんじん …………… １／２本（７０ｇ）　
　とり肉ささみ ……… １００ｇ　　　　
　いりごま（白） ……… 少々　　　　
　マヨネーズ ………… ５０ｇ　　　　

　那珂市政治倫理審査会委員の任期満了に伴い、平
成２３年第１回那珂市議会定例会での同意を得て、市
長から委嘱状を交付しました。
　政治倫理審査会の委員は、市条例により「識見を
有する者」から３人、「市民の公募」により選出する
者３人の計６人となっており、うち４人を再任し２
人が新任となりました。なお、任期は平成２３年４月
１日から平成２５年３月３１日までの２年間です。
■政治倫理審査会とは？

　市の条例により政治倫理基準を定め、市長、副市
長、教育長および市議会議員がその基準に抵触する
行為について市民から調査請求があった場合に、そ
の内容について調査を行う諮問機関です。
■政治倫理基準の内容は？

①自己の地位を利用していかなる金品も授受しない
こと。

②市が行う許・認可、契約等について、特定の企業、
個人等に有利な取り計らいをしないこと。

③市長および議員は、政治活動に関して会社その他
団体から寄附を受けないこと。

④議員は、市職員の採用に関して、特定個人の推薦、
紹介をしないこと。

■コメント
　　いんげんのかわりにアスパラガ
スでもいいです。お子さんも好き
嫌いなくおいしく食べれますよ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（子ども食部会）

加藤　香代子さん

かぼちゃサラダ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■調査請求権とは？

　市民のかたは、当該者の行為が政治倫理基準に違
反する疑いがあると認められるときは、３０人以上の
連署とそれを証明する資料を添えて調査請求するこ
とができます。
■那珂市政治倫理審査会委員（敬称略）

再任瓜連綿引　秀栄会　長

識見者 再任瓜連寺門　弘道副会長

新任菅谷武井　　登委　員

再任豊喰川�　敏明委　員

公募者 再任中里小圷　宏治委　員

新任菅谷小田部啓文委　員

総務課総務・法制グループ　�２９８ - １１１１（内線５１４）問い合わせ

那珂市政治倫理審査会委員を委嘱しました

■那珂市政治倫理審査会委員の皆さん
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雨
音
の
い
よ
よ
激
し
く
時
鳥 

 
桜　

井　

筑　

蛙

白
南
風
や
復
興
な
り
し
海
の
宿 

宇
佐
美　

和　

子

ひ
と
す
じ
の
茜
雲
の
び
田
植
ゑ
終
ふ 

大　

森　
　
　

滿

夏
来
る
突
然
僕
と
い
ふ
童 

飯　

島　

京　

子

青
嵐
短
冊
ち
ぎ
れ
空
に
舞
ふ 

藤　

岡　

み
ち
子

あ
あ
言
へ
ば
こ
お
言
ふ
暮
し
冷
奴 

筒　

井　

か
よ
子

万
緑
を
せ
り
出
し
て
来
る
水
の
音 

浅　

野　

と
し
子

震
災
を
こ
え
て
青
田
の
広
が
れ
り 

 
草　

野　

ゆ
た
か

梅
雨
晴
れ
や
瓦
修
理
の
気
忙
し
く 

益　

子　

春　

子

風
の
道
よ
く
知
る
猫
の
長
昼
寝 

雨　

宮　

文　

枝

雨
ふ
く
む
螢
ぶ
く
ろ
の
ま
ろ
さ
か
な 

�
　

野　

祝　

子

【俳　句】あせび句会

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選

露
ま
と
う 
畑 
の
恵
み
の
輝
け
る
彩
り
を
盛
る
朝
の
食
卓 

大　

和　

ち
づ
る

は
た

ア
ン
テ
ナ
に
黄
の
タ
オ
ル
か
け
健
さ
ん
は
屋
根
の
修
理
す
汗
も
ふ
か
ず
に 

梅　

沢　

悦　

子

欠
伸
し
て
手
を
の
ば
す
そ
の
先
の
壁
の
亀
裂
が
欝
を
生
み
た
り 

川　

上　

恵
美
子

窓
越
し
に
百
日
紅
の
花
萌
え
い
づ
る
一
幅
の
絵
を
見
る
が
ご
と
く
に 

海　

野　

宏　

幸

岸
の
辺
に
葦
青
々
と
繁
る
な
か
ヨ
シ
キ
リ
鳴
き
て
湖
畔
賑
わ
う 

 
小　

宅　
　
　

進

地
震
に
て
出
来
し
隙
間
に
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
命
つ
な
ぎ
て
風
に
揺
れ
い
る 

山　

屋　

勝　

代

絆
き
ず
な
呪
文
の
裏
に
骨
皮
の
牛
ら
死
に
ゆ
く　

フ
ク
シ
マ
の
膿 

仲　

沢　

照　

美

静
か
な
る
今
日
の
続
き
の
明
日
あ
れ
と
願
い
て
寝
た
り
余
震
の
あ
と
を 

草　

野　
　
　

豊

目
の
な
か
に
蚊
の
一
匹
が
住
み
着
き
て
追
っ
て
も
追
っ
て
も
手
は
空
を
切
る  
武　

田　

八
重
子

雨
の
日
に
数
多
の
星
の
降
り
き
た
る
さ
ま
に
桔
梗
の
庭
を
点
せ
り 

加　

藤　
　
　

要

竹
ノ
内 

甲
斐
谷　

雫 

康
介

杉 

海
野　
　

寛
太 

勝
広

堤 

小
薗
井　

夏
姫 

聖

菅
谷 

高
嶋　
　

拓
翔 

健
雄

竹
ノ
内 

小
田
倉　

汐
音 

稔

竹
ノ
内 

矢
橋　
　

麒
琉
亜 

雄
介

古
徳 

関　
　
　

紘
都 

健
一

杉 

井
坂　
　

瑠
那 

秀
幸

菅
谷 

石
井　
　

心
夏 

直
樹

菅
谷 

佐
藤　
　

朱
夏 

充

菅
谷 

大
津　
　

夏
南 

祐
次
郎

菅
谷 

軍
司　
　

紗
英 

拓
也

菅
谷 

塙　
　
　

蒼
涼 

秀
行

後
台 

山
田　
　

優
雅 

孝
次

杉 

濱
田　
　

結
華 

誠

菅
谷 

神
長　
　

希
彩 

孝
行

門
部 

�
木　
　

希
美 

拓
也

戸
崎 

綿
引　
　

洸
太 

裕
之

菅
谷 

三
澤　
　

璃
久 

啓
希

菅
谷 

富
山　
　

心
夏 

正
史

杉 

瀬
谷　
　

羽
衣 

芳
彦

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

堤 

住
谷　
　

町
子 

　

歳
６８

飯
田 

�
野　
　

す
み
江 

　

歳
８１

下
大
賀 

秋
山　
　

秀
男 

　

歳
８３

杉 

吉
原　
　

昇 

　

歳
６２

菅
谷 

塩
澤　
　

し
ま
子 

　

歳
９６

中
台 

古
河　
　

カ
ツ
イ 

　

歳
８４

飯
田 

秋
山　
　

菊
枝 

　

歳
８６

西
木
倉 

植
田　
　

二
男 

　

歳
８０

額
田
南
郷 

加
藤　
　

昌
親 

　

歳
６５

横
堀 

野
上　
　

よ
し 

　

歳
９２

福
田 

磯�
　
　

ゆ
き 

　

歳
８６

戸 

市
毛　
　

ふ
み 

　

歳
８６

大
内 

根
本　
　

忠
寿 

　

歳
９４

戸
崎 

池�
　
　

久
子 

　

歳
７９

額
田
北
郷 

田
波　
　

十�
男 

　

歳
８５

南
酒
出 

袴
塚　
　

は
る 

　

歳
８５

中
台 

宮
内　
　

美
江
子 

　

歳
４８

瓜
連 

岡
田　
　

貞
子 

　

歳
９０

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

神
永　
　

藍
士 

大
介

後
台 

関
根　
　

愛
華 

良
行

菅
谷 

岩
間　
　

優
直 

経
将

南
酒
出 

稲
田　
　

愛
弓 

眞
史

瓜
連 

�
田　
　

賢
吾 

健

福
田 

吉
原　
　

旺 

正
史

瓜
連 

寺
山　
　

奏
佑 

淳

額
田
北
郷 

上
野　
　

智
晴 

泰
弘

菅
谷 

辻　
　
　

由
衣
花 

大
輔

菅
谷 

大
賀　
　

誠
心 

直
人

後
台 

�
野　
　

浬 

純

後
台 

大
類　
　

広
夢 

鉄
也

後
台 

大
類　
　

叶
夢 

鉄
也

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
�
�
月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

お
め
で
た

静 

鈴
木　
　

き
み 

　

歳
９３

杉 

笹
嶋　
　

誠 

　

歳
８３

大
内 

根
本　
　

定
雄 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

足
立　
　

み
つ 

　

歳
９１

後
台 

井
上　
　

き
よ 

　

歳
９０

戸
崎 

寺
門　
　

三
夫 

　

歳
８８

額
田
南
郷 

箕
川　
　

雅
大 

　

歳
３５

下
大
賀 

園
部　
　

キ
ミ 

　

歳
８９

鴻
巣 

�
畑　
　

一
夫 

　

歳
７２

古
徳 

秋
山　
　

武
志 

　

歳
７３

額
田
南
郷 

矢
内　
　

健
夫 

　

歳
７６

額
田
南
郷 

飯
島　
　

ち
よ 

　

歳
８７

瓜
連 

綿
引　
　

千
惠 

　

歳
８７

中
里 

片
岡　
　

武
雄 

　

歳
８３

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み






